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平成 23～25 年度において福岡市におけるマーケットバスケット方式による残留農薬の一日摂取量調査を行った．その

結果，数種の農薬を検出したが，対 ADI 比が 0.0006％～0.14％であり問題のない結果であった．また，農薬が検出した群

においてどの食品由来か個別分析を行ったところ，個々の食品の基準値を超過するものはなかった． 

摂取する食品の種類や量は，地域別に異なっており，市内を流通する食品を対象として農薬の一日摂取量を把握してお

くことは，市民の食の安全安心を確保する上で重要なことであり，今後も本調査を実施していくことが必要である． 


